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4.1 二ツ石リニアメント (1/16)

当社による
ランク※ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性評価の結果

E － 約0.4km 約2km
震源として考慮する
活断層に該当しない

3
0
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

※ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。

二ツ石リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.1 P4-5

空中写真判読

（空中写真判読図） 補足説明資料
4.1 P4-5

（地形要素分布図） 補足説明資料
4.1 P4-6

（陰影図） 補足説明資料
4.1 P4-7

活
動
性
調
査

地表踏査（概査）
（地質平面図） 補足説明資料

4.1 P4-8

（岩相分布図） 補足説明資料
4.1 P4-9

露頭調査
（連続露頭写真

・スケッチ）
補足説明資料

4.1 P4-10～4-13

群列ボーリング調査 （詳細地質断面図） 補足説明資料
4.1 P4-16

地中レーダー探査 補足説明資料
4.1 P4-14, 4-15

評価結果

調査手法

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

二ツ石リニアメントについて上記調査を実施し，二ツ石リニアメントに交
差する連続露頭の「露頭調査」によって，上部更新統より古い中新統に変
位・変形を伴う不連続等が認められないことを確認したため，震源として
考慮する活断層に該当しないと評価する。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目

第579回審査会合

資料1-1-2 P.339 一部修正
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・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・露頭調査
（不連続等の有無確認）

・群列ボーリング調査
（変位・変形量の確認）

・地中レーダー探査
（変位・変形量の確認）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査

・ 二ツ石リニアメントはＮＮＥ－ＳＳＷ方向，長さ約0.4km，Eランクの断層地形の可能
性がある地形として判読される。二ツ石リニアメントを示す文献はない。

・ 二ツ石リニアメントに交差する連続露頭の「露頭調査」によって，上部更新統より古
い中新統に変位・変形を伴う不連続等が認められないことを確認した。なお，群列コ
アボーリング調査，地中レーダ探査においても，変位・変形を伴う不連続等が認めら
れないことと整合的な結果が得られている。相対的に軟質で侵食抵抗力が小さい安
山岩質火山礫凝灰岩等に沿って侵食された小谷が，上流部まで達した組織地形と
評価する。

・ 二ツ石リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ[新編]２））

（50万分の1活構造図 ３）,４））
など

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.1 二ツ石リニアメント (2/16)

全
て
の
断
層
等

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

※ 近接して延長線に並ぶ断層等がある場合
（地溝状配置，逆向き低崖等を含む）は，断
層の走向・傾斜・変位センスが整合的であ
り，地質構造，重力構造等の連続性が認め
られる場合，一連の断層と評価する。

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる 震

源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

第579回審査会合

資料1-1-2 P.340 一部修正
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①二ツ石リニアメント
判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

二ツ石リニアメントは，新第三系
中新統の走向方向に約0.4kmの
長さで判読されるＥランクの断層
地形の可能性がある地形である。

0 2km

凡 例

4.1 二ツ石リニアメント (3/16)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.341 再掲
4-4



文献調査・空中写真判読

4.1 二ツ石リニアメント (4/16)

【空中写真判読】
奥戸(おこっぺ)川と小奥戸(こおこっぺ)

川とに挟まれた地域に，ＮＮＥ－ＳＳＷ方
向，長さ約0.4ｋｍ，Ｅランクの断層地形の
可能性がある地形が判読される。

【文献調査】
二ツ石リニアメントを示している文献はな

い。

小奥戸川

奥戸川

凡 例

第579回審査会合

資料1-1-2 P.342 再掲
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地形要素分布

4.1 二ツ石リニアメント (5/16)

小奥戸川

奥戸川

極めて緩やかに海側に傾斜し
て分布しているM1面が，NNE-
SSW方向の小谷によって開析さ
れている。その上流部の緩い鞍
部状の地形を，Ｅランクの断層
地形の可能性がある地形として
いる。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.343 再掲
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数値標高モデル 2mメッシュを使用
光源は北西から45度

陰影図 空中写真判読図

陰影図では，二ツ石リニアメントは不明瞭である。

小奥戸川

奥戸川

陰影図の範囲

凡 例

4.1 二ツ石リニアメント (6/16)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.344 再掲
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地質平面

二ツ石

4.1 二ツ石リニアメント (7/16)

• 二ツ石リニアメント付近では，新第三系中新統易国
間層，段丘堆積物等が分布する。

• 易国間層の構造は，二ツ石リニアメント付近では，
ほぼＮ－Ｓ走向で，西に緩く傾斜している。

凡 例

第579回審査会合

資料1-1-2 P.345 再掲
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1

1

岩相分布

• 二ツ石リニアメント南西の直線状の谷地形は，
おおむね安山岩質火山礫凝灰岩等の分布に沿っ
て形成されていることから，安山岩質火山礫凝灰
岩は，侵食抵抗が相対的に小さいと考えられる。

• 二ツ石リニアメントは，この安山岩質火山礫凝灰
岩の分布と場所及び方向がおおむね一致してお
り，侵食された谷地形が上流部まで達した組織地
形と評価される。

NNE-SSW方向の小谷

に挟まれた位置

A A’

4.1 二ツ石リニアメント (8/16)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.346 再掲
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0 20m調査位置図

川の流向

• 二ツ石リニアメントと直交するＥ－Ｗ方向の小谷の
河床において，交点位置を挟んで上下流約150m区間
には，主に中新統の易国間層の安山岩質火山礫凝
灰岩が分布し，層厚の薄い安山岩質凝灰角礫岩を挟
在している。

• 二ツ石リニアメントと直交する上下流約53m区間は
連続露頭であり，断層や地層の不連続，急傾斜等は
認められない。

→上流側

下流側←

露頭調査（ルートマップ）

に挟まれた位置

凡 例

詳細説明範囲

第579回審査会合

資料1-1-1 P.74 再掲4.1 二ツ石リニアメント (9/16) 4-10



露頭調査（写真撮影位置）

0 20m

※本資料では，露頭写真のうち，断層地形の可能性がある地

形に挟まれた位置に当たるNo.14～16の写真を次頁及び

次々頁に示す。

→上流側

下流側←

141516

本資料に示す写真撮影位置※ 1

本資料に示す写真範囲※

に挟まれた位置

調査位置図

• 二ツ石リニアメントと直交するＥ－Ｗ方向の小谷の
河床において，交点位置を挟んで上下流約150m区間
には，主に中新統の易国間層の安山岩質火山礫凝
灰岩が分布し，層厚の薄い安山岩質凝灰角礫岩を挟
在している。

• 二ツ石リニアメントと直交する上下流約53m区間は
連続露頭であり，断層や地層の不連続，急傾斜等は
認められない。

凡 例

詳細説明範囲

第579回審査会合

資料1-1-1 P.75 一部修正4.1 二ツ石リニアメント (10/16) 4-11



4.1 二ツ石リニアメント (11/16)

露頭調査（写真） (1/2)

1
2

3
45678910

11
12

13

1415161718
19

20

21
24

23

22

2625

28,29
30,31,32

34
33

37-44

27

0 20m

露頭写真撮影位置図

河
床
部

→上流側

下流側←

本資料に示す写真範囲

本資料に示す写真撮影位置 1

IItf

IItb

0 1m

IItf

IItb

0 1m14左岸

• 中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩及び安山岩質火山礫凝灰岩の露頭であり，断層や地層の

不連続，急傾斜等は認められない。

• 安山岩質凝灰角礫岩と安山岩質火山礫凝灰岩との地層境界は漸移的であり，概ね西へ緩く傾斜する。

E

W

14左岸

15左岸

16左岸

15左岸
16左岸

上流側

下流側

に挟まれた位置

断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.347 再掲
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4.1 二ツ石リニアメント (12/16)

1
2

3
45678910

11
12

13

1415161718
19

20

21
24

23

22

2625

28,29
30,31,32

34
33

37-44

27

0 20m

露頭写真撮影位置図

河
床
部

→上流側

下流側←

本資料に示す写真範囲

本資料に示す写真撮影位置 1

IItf

IItb

0 1m

IItf

IItb

0 1m14左岸

• 中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩及び安山岩質火山礫凝灰岩の露頭であり，断層や地層の

不連続，急傾斜等は認められない。

• 安山岩質凝灰角礫岩と安山岩質火山礫凝灰岩との地層境界は漸移的であり，概ね西へ緩く傾斜する。

E

W

※表層の堆積物及び掘削土砂を除いた岩石露頭（黄
色破線内）のみ観察した。藪や立木で隠れている部
分は，現地で確認の上，露頭の範囲を示している。

14左岸

15左岸

16左岸

15左岸
16左岸

上流側

下流側

に挟まれた位置

露頭調査（写真） (2/2) 断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.348 再掲
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10

1

通過位置を挟んだ地中レーダー探査によると，基盤
上面の分布標高に明瞭な差異は認められない。

地中レーダー探査（50MHz）

地中レーダー測線図の範囲

①

①’

4.1 二ツ石リニアメント (13/16)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.349 再掲
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10

1

通過位置を挟んだ地中レーダー探査によると，基盤
上面の分布標高に明瞭な差異は認められない。

地中レーダー測線図の範囲

①

①’

4.1 二ツ石リニアメント (14/16)

地中レーダー探査（100MHz）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.350 再掲
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群列コアボーリング調査

調査位置図

断面位置図の範囲

通過位置付近において，上部
更新統のＭ１面堆積物の基底
面，基底部の砂礫層及びそれ
を被覆する洞爺火山灰層の分
布標高に明瞭な差異は認めら
れない。

断面位置図

基底面

10

1

①

①’

4.1 二ツ石リニアメント (15/16)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.351 再掲
4-16



調査結果及び評価結果
調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.1 P4-5

二ツ石リニアメントを示している文献はない。

空中写真判読

（空中写真判読図） 補足説明資料
4.1 P4-5

二ツ石リニアメントはＮＮＥ－ＳＳＷ方向，長さ約0.4ｋｍ，Ｅランクの断層地形の
可能性がある地形として判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.1 P4-6

二ツ石リニアメントに相当するＥランクの断層地形の可能性がある地形は，Ｍ１

面に発達する直線状の小谷の上流部において連続した鞍部として判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.1 P4-7
陰影図では，二ツ石リニアメントは不明瞭で判読困難である。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査）

（地質平面図） 補足説明資料
4.1 P4-8

二ツ石リニアメント付近で，新第三系中新統の易国間層の構造は，ほぼＮ－Ｓ
走向で西に緩く傾斜している。

（岩相分布図） 補足説明資料
4.1 P4-9

二ツ石リニアメント及び下流の直線状の小谷は，侵食抵抗が相対的に小さい
と考えられる易国間層の安山岩質火山礫凝灰岩の分布と，場所及び方向がお
おむね一致しており，二ツ石リニアメントは侵食された小谷が上流部まで達した
組織地形によるものと判断される。

露頭調査
（連続露頭写真）
（連続露頭スケッチ）

補足説明資料
4.1P4-10～4-13

二ツ石リニアメントに交差する上下流約53m区間は連続露頭であり，露出する
中新統の易国間層に，断層や地層の不連続，急傾斜等は認められない。

群列ボーリング調査 （詳細地質断面図） 補足説明資料
4.1 P4-16

通過位置を挟んだ群列状のコアボーリングによると，上部更新統のＭ１面堆積
物の基底面，上部更新統のＭ１面段丘堆積物及び被覆する洞爺火山灰層の分
布標高に明瞭な差異は認められない。

地中レーダー探査 補足説明資料
4.1 P4-14, 4-15

通過位置を挟んだ地中レーダー探査によると，基盤上面の分布標高に明瞭な
差異は認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

4.1 二ツ石リニアメント (16/16)

二ツ石リニアメントについて上記調査を実施し，二ツ石リニアメントに交差する連続露頭の「露頭
調査」によって，上部更新統より古い中新統に変位・変形を伴う不連続等が認められないことを確
認した。中新統の易国間層の地質構造を反映した組織地形によるものと評価する。

二ツ石リニアメントについ
て，震源として考慮する活断
層に該当しないと評価する。

第579回審査会合
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4.2 材木リニアメント 4-19

１．地質構造に関する調査 ・・・・・ 1-1

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1

４．周辺陸域の断層評価（30kmまで） ・・・・・ 4-1

4.1 二ツ石リニアメント ・・・・・ 4-1

4.2 材木リニアメント ・・・・・ 4-19

4.3 原田東方リニアメント ・・・・・ 4-35

4.4 赤川リニアメント ・・・・・ 4-51

4.5 福浦リニアメント ・・・・・ 4-69

4.6 野平リニアメント ・・・・・ 4-81

4.7 清水山南方断層 ・・・・・ 4-93

4.8 恐山東山麓リニアメント ・・・・・ 4-99

５．周辺陸域の断層評価（30km以遠）に係る基礎資料 ・・・・・ 5-1

６．敷地前面海域の断層評価（概ね30kmまで） ・・・・・ 6-1

７．外側海域の断層評価（概ね30ｋｍ以遠） ・・・・・ 7-1

８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1

９．内陸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 9-1

１０．完新世の海岸侵食地形に関する調査 ・・・・・10-1

１１．海域の変動履歴の評価 ・・・・・11-1

１２．地質構造発達史の評価 ・・・・・12-1

１３．隆起のメカニズム評価 ・・・・・13-1



4.2 材木リニアメント (1/14)

当社による
ランク※ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

詳細調査による評価

D － 約1km 約5km
震源として考慮する
活断層に該当しない

3
0
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

※ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。

材木リニアメントの位置，調査手法及び評価結果 評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.2 P4-23

空中写真判読・
地形判読

(空中写真判読図） 補足説明資料
4.2 P4-23

（地形要素分布図） 補足説明資料
4.2 P4-24

（陰影図） 補足説明資料
4.2 P4-25

活
動
性
調
査

地形解析 （地形断面図） 補足説明資料
4.2P4-26

地表踏査（概査） （地質平面図・
断面図）

補足説明資料
4.2 P4-27

露頭調査 （露頭写真・スケッチ） 補足説明資料
4.2 P4-28～4-30

群列オーガボーリング
調査

（詳細地質断面図） 補足説明資料
4.2 P4-31

群列ボーリング調査 （詳細地質断面図） 補足説明資料
4.2 P4-32

材木リニアメントについて上記調査を実施し，材木リニアメントに直交し
て実施した「群列ボーリング調査」によって，震源として考慮する活断層に
該当しないと評価する。

調査手法

活動性の評価に寄与した主要な調査項目

第579回審査会合
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・地形解析
（地形断面の検討）

・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・露頭調査
（不連続等の有無確認）

・群列ｵｰｶﾞボーリング調査
（変位・変形量の確認）

・群列ボーリング調査
（変位・変形量の確認）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

抽出基準

抽出基準

活動性調査

・ 材木リニアメントはＮＥ－ＳＷ方向の長さ約0.5ｋｍのＤランクの断層地形の可能性
がある地形である。その南西には，同方向の長さ約0.5ｋｍのＥランクの断層地形の
可能性がある地形が判読される。材木リニアメントを示す文献は無い。

・ 材木リニアメントに直交して実施した「群列オーガボーリング調査」及び「群列ボーリ
ング調査」によって，材木リニアメントを挟んで上部更新統のＭ１面堆積物及び洞爺
火山灰層の層準に変位・変形が認められないことを確認した。

・材木リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出のための調査

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.2 材木リニアメント (2/14)

全
て
の
断
層
等

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

※ 近接して延長線に並ぶ断層等がある場合
（地溝状配置，逆向き低崖等を含む）は，断
層の走向・傾斜・変位センスが整合的であ
り，地質構造，重力構造等の連続性が認め
られる場合，一連の断層と評価する。

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる 震

源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ[新編]２））

（50万分の1活構造図３）,４））
など

第579回審査会合

資料1-1-2 P.356 再掲
4-21



②材木リニアメント
判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

材木リニアメントは，新第三系中新統
の走向方向と斜交し，海岸線とほぼ平
行な約0.5kmの長さで判読されるDラン
クの断層地形の可能性がある地形で
ある。その南西延長には約0.5kmのＥ
ランクのものが判読される。

0 2km

凡 例

4.2 材木リニアメント (3/14)
第579回審査会合
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文献調査・空中写真判読

4.2 材木リニアメント (4/14)

【空中写真判読】
赤石(あかいし)川と材木(ざいもく)川に挟まれた

地域にＮＥ－ＳＷ方向の長さ約0.5ｋｍのＤランク
の断層地形の可能性がある地形が，その南西延
長方向の大間町材木付近には，同方向の長さ約
0.5ｋｍのＥランクのものが判読される。

【文献調査】
材木リニアメントを示している文献はない。

材
木

赤石川

第579回審査会合
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地形要素分布

4.2 材木リニアメント (5/14)

赤石川

• 材木リニアメントに相当するＤランクの断層
地形の可能性がある地形は，海岸線と平行な
直線状の谷地形として判読される。

• 谷地形の海側に分布するＭ１面よりも，海側（
北西側）に分布する沖積錐面の方が標高が高
いことから，直線状の谷地形を，断層地形の
可能性がある地形とした。

• Ｅランクのものは，直線状の鞍部として判読
され，高低差は不明である。

第579回審査会合
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材
木

赤石川

陰影図
空中写真判読図

数値標高モデル 2mメッシュを使用
光源は北西から45度

陰影図においても，材木リニアメント
に相当する海岸に平行な谷地形が認
められる。

陰影図の範囲

4.2 材木リニアメント (6/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.360 再掲
4-25



地形解析（地形断面の検討）

断面位置図

の延長位置

Z1

Z2

Z3

Z4

Z5

NW SE

NW SE

NW SE

NW SE

NW SE

Z6

NW SE

4.2 材木リニアメント (7/14)

凡 例

• LiDAR（航空レーザ測量）で取得した高精度地形データ（1mメッシュ）等を利用して詳細地形
解析を行った。

• Z3断面では，断層地形の可能性がある地形を挟んで，海側のＭ１面が山側の沖積錐面より
もやや高い。

• 他の断面においては，通過位置を挟んで変動地形を示唆する標高の変化は認められない。

第579回審査会合
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地質平面・断面

詳細説明範囲

凡 例

1

1

• 材木リニアメント付近では，新第三系中新統易国間層，段丘堆積物等が
分布する。

• 易国間層の構造は，材木リニアメント付近では，ＮＷ－ＳＥ～Ｅ－Ｗ走向
で，北に緩く傾斜している。

4.2 材木リニアメント (8/14)
第579回審査会合
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露頭調査(1/3)(ルートマップ)
• Ｄランクの断層地形の可能性がある地形が判読される支沢において地
表踏査を実施した。

• 河床の多くの区間で易国間層が露出しており，断層は認められない。

詳細説明範囲

調査位置図

4.2 材木リニアメント (9/14)
第579回審査会合
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4.2 材木リニアメント (10/14)

露頭調査(2/3)(zm-1)

• 支沢と材木川との合
流点付近の侵食斜面
において，Ｍ１面の段丘
堆積物の堆積構造を
確認した。

• 内部堆積構造は，地
表の地形面とは不調和
で，地形面の傾斜と逆
方向に緩く傾斜してい
る。

露頭観察位置図

第579回審査会合
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4.2 材木リニアメント (11/14)

露頭調査(3/3)(zm-2)

• 支沢の河床において，安山岩質火山礫凝灰岩
層（安山岩部）とその上位のデイサイト質凝灰角
礫岩層（粗粒凝灰岩部）との地質境界を確認し
た。

• 上位の粗粒凝灰岩部は，地質境界付近で一
部粘土化しているが，この地質境界の走向は，
材木リニアメントとは直交する。

露頭観察位置図

第579回審査会合
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m m

群列オーガボーリング調査（詳細地質断面）

5

1

• 材木リニアメントに相当するＤランクの断層
地形の可能性がある地形の中央部付近で
実施した群列オーガボーリングによると，上
部更新統のＭ１面堆積物の基底部に位置す
る砂礫層及びそれを被覆する洞爺火山灰層
は，緩く海側へ傾斜し，通過位置を挟んで，
その分布標高に明瞭な差異は認められな
い。

• 通過位置を挟んで海側のＭ１面では，洞爺
火山灰層の被覆層が厚い。

洞爺火山灰堆積層

オーガボーリング及び断面位置図

4.2 材木リニアメント (12/14)
第579回審査会合
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群列ボーリング調査（詳細地質断面）

材木リニアメントに相当するDランクの断層地形の可能性がある地形
の北東部付近で実施した群列ボーリングによると，通過位置付近にお
いて，上部更新統のＭ１面堆積物の基底面，基底部に位置する砂礫層
及びそれを被覆する洞爺火山灰層は緩く海側へ傾斜し，通過位置を
挟んで，それらの分布標高に明瞭な差異は認められない。

1

10

② ②’

コアボーリング位置図

基底面

4.2 材木リニアメント (13/14)

凡 例

第579回審査会合
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調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.2 P4-23

材木リニアメントを示している文献はない。

空中写真判読・地形判読

（空中写真判読図） 補足説明資料
4.2 P4-23

材木リニアメントはＮＥ－ＳＷ方向の長さ約0.5ｋｍのＤランクの断層地
形の可能性がある地形である。その南西には，同方向の長さ約0.5ｋｍの
Ｅランクの断層地形の可能性がある地形が判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.2 P4-24

材木リニアメントに相当するDランクの断層地形の可能性がある地形は，
海側が隆起した海岸線と平行な直線状の谷地形として判読される。Eラン
クの断層地形の可能性がある地形は，直線状の鞍部として判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.2 P4-25
陰影図では，材木リニアメントは海岸に平行な谷地形として判読される。

活
動
性
調
査

地形解析 （地形断面図）
補足説明資料

4.2P4-26
材木リニアメントの通過位置・延長位置を挟んで，一部を除き変動地形

を示唆する標高の変化は認められない。

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図） 補足説明資料
4.2 P4-27

材木リニアメント付近では，新第三系中新統の易国間層の構造はＮＷ
－ＳＥ～Ｅ－Ｗ走向で，北に緩く傾斜している。

露頭調査 （露頭写真・スケッチ）
補足説明資料

4.2 P4-28～4-30
材木リニアメントに相当する直線状の谷地形では，河床部の多くの区

間で易国間層が露出しており，断層は認められない。

群列オーガボーリング調査 （詳細地質断面図） 補足説明資料
4.2 P4-31

材木リニアメント中央部を挟んだ群列オーガボーリングによれば，上部
更新統のＭ１面段丘堆積物及び被覆する洞爺火山灰層の分布標高に明
瞭な差異は認められない。

群列ボーリング調査 （詳細地質断面図） 補足説明資料
4.2 P4-32

材木リニアメント北東部を挟んだ群列ボーリングによれば，上部更新統
のＭ１面段丘堆積物の基底面，基底部に位置する砂礫層及び被覆する
洞爺火山灰層は緩く海側に傾斜し，それらの分布標高に明瞭な差異は
認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

調査結果及び評価結果

4.2 材木リニアメント (14/14)

材木リニアメントについて上記調査を実施し，材木リニアメントに直交して実施した「群列オーガ
ボーリング調査」及び「群列ボーリング調査」によって，材木リニアメントを挟んで上部更新統のM1

面段丘堆積物の基底面に変位・変形が認められないことを確認した。

材木リニアメントについて，震源と
して考慮する活断層に該当しないと
評価する。
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（余白）
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4.3 原田東方リニアメント 4-35

１．地質構造に関する調査 ・・・・・ 1-1

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1

４．周辺陸域の断層評価（30kmまで） ・・・・・ 4-1

4.1 二ツ石リニアメント ・・・・・ 4-1

4.2 材木リニアメント ・・・・・ 4-19

4.3 原田東方リニアメント ・・・・・ 4-35

4.4 赤川リニアメント ・・・・・ 4-51

4.5 福浦リニアメント ・・・・・ 4-69

4.6 野平リニアメント ・・・・・ 4-81

4.7 清水山南方断層 ・・・・・ 4-93

4.8 恐山東山麓リニアメント ・・・・・ 4-99

５．周辺陸域の断層評価（30km以遠）に係る基礎資料 ・・・・・ 5-1

６．敷地前面海域の断層評価（概ね30kmまで） ・・・・・ 6-1

７．外側海域の断層評価（概ね30ｋｍ以遠） ・・・・・ 7-1

８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1

９．内陸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 9-1

１０．完新世の海岸侵食地形に関する調査 ・・・・・10-1

１１．海域の変動履歴の評価 ・・・・・11-1

１２．地質構造発達史の評価 ・・・・・12-1

１３．隆起のメカニズム評価 ・・・・・13-1
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⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層
※1 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。

原田東方リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

当社による
ランク※1 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性評価の結果

E － 約1.5km 約8km
震源として考慮する活
断層に該当しない

評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

4.3 原田東方リニアメント (1/14)

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.3 P4-39

空中写真判読

(空中写真判読図） 補足説明資料
4.3 P4-39

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.3 P4-40

（陰影図）
補足説明資料

4.3 P4-41

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図） 補足説明資料
4.3 P4-42

露頭調査 （連続露頭写真・スケッチ）

補足説明資料
4.3 P4-43～4-49

机上配布資料※2

P27 – 71

調査手法

原田東方リニアメントについて上記調査を実施し，原田東方リ
ニアメントに交差する連続露頭の「露頭調査」によって，震源とし
て考慮する活断層に該当しないと評価する。

※2  第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合

資料1-1-2 P.369 再掲
4-36



震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）
・露頭調査
（断層等の存否確認）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

抽出基準

抽出基準

活動性調査

• 原田東方リニアメントはＮＥ－ＳＷ方向の長さ約1.5ｋｍのＥランクの断層地形の可能
性がある地形として判読される。原田東方リニアメントを示す文献はない。

• 原田東方リニアメントに交差する連続露頭の「露頭調査」によって，上部更新統より
古い中新統の易国間層に断層が分布しないことを確認した。高海水面期の侵食によ
り形成された段丘崖と評価する。

• 原田東方リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出のための調査

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.3 原田東方リニアメント (2/14)

全
て
の
断
層
等

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ[新編]２））

（50万分の1活構造図 ３）,４））
など

第579回審査会合

資料1-1-2 P.370 一部修正
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③原田東方リニアメント
判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

原田東方リニアメントは，新第三系
中新統の走向方向と斜交し，約1.5km
の長さで判読されるＥランクの断層地
形の可能性がある地形である。

0 2km

凡 例

4.3 原田東方リニアメント (3/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.371 再掲
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原田川

【文献調査】
原田東方リニアメントを示している文献

はない。

【空中写真判読】
原田付近に，ＮＥ－ＳＷ方向の長さ約

1.5ｋｍのＥランクの断層地形の可能性が
ある地形が判読される。

文献調査・空中写真判読

4.3 原田東方リニアメント (4/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.372 再掲
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Ｅランクの断層地形の可能性がある地形は，
中位段丘面と高位段丘面との境界に沿って連
続する傾斜変換点として判読される。

原田川

4.3 原田東方リニアメント (5/14)

地形要素分布

第579回審査会合

資料1-1-2 P.373 再掲
4-40



基盤地図情報・数値標高モデル
5mメッシュ（標高）を使用

光源は北西から45度

陰影図
空中写真判読図

原田川

陰影図においても，高位段丘面と中位段丘面
の境界となる傾斜変換点が明瞭である。

原田川

陰影図の範囲

4.3 原田東方リニアメント (6/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.374 再掲
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地質平面・断面

• 原田東方リニアメント付近では，新第三系中新統易国間層，段丘堆積物
等が分布する。

• 易国間層の構造は，原田東方リニアメント付近では，Ｅ－Ｗ走向で，北
に緩やかに傾斜している。

1

1

凡 例

4.3 原田東方リニアメント (7/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.375 再掲
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原田川

調査位置図

に挟まれた位置

4.3 原田東方リニアメント (8/14)

露頭調査（写真撮影位置1※１）

※１ 本資料では，露頭写真のうち，断層地形の可
能性がある地形に挟まれた位置に当たるNo.24～
27の写真を補足説明資料のp.4-44，4-45に示し，
No.17，18の写真を補足説明資料のp.4-48，4-49に
示す。その他の写真は，机上配布資料※２「2.1 原田
東方リニアメント」に示す。

• 原田東方リニアメントと交差するＮＷ-ＳＥ方向の原田川の河床において連続露頭を確認した。
• 連続露頭区間には，中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩及び安山岩質溶岩が分布し，断層や地層の不連続，急傾斜等は認め
られない。

※2  第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合

資料1-1-2 P.376 再掲
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25 右岸

0 2m

4.3 原田東方リニアメント (9/14)

露頭写真撮影位置図

露頭調査(写真1) (1/2)

25右岸
0 2m

に挟まれた位置

断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩の露頭

であり，断層や地層の不連続，急傾斜等は認められ

ない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.377 再掲
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25 右岸

0 2m

4.3 原田東方リニアメント (10/14)

露頭写真撮影位置図25右岸
0 2m

中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩の露頭

であり，断層や地層の不連続，急傾斜等は認められ

ない。

※表層の堆積物及び掘削土砂を
除いた岩石露頭（黄色破線内）
のみ観察した。水流中の部分や
，藪，立木で隠れている部分は，
現地で確認の上，露頭の範囲を
示している。

に挟まれた位置

断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

露頭調査(写真1) (2/2)

第579回審査会合

資料1-1-2 P.378 再掲
4-45



（余白）
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原田川

• 原田東方リニアメントと交差するＮＷ-ＳＥ方向の原田川の河床において連続露頭を確認した。
• 連続露頭区間には，中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩及び安山岩質溶岩が分布し，断層や地層の不連続，急傾斜等は認め
られない。

調査位置図

に挟まれた位置

露頭調査（写真撮影位置2※１）

4.3 原田東方リニアメント (11/14)

※１ 本資料では，露頭写真のうち，断層地形の可
能性がある地形に挟まれた位置に当たるNo.24～
27の写真を補足説明資料のp4-44，4-45に示し，
No.17，18の写真を補足説明資料のp.4-48，4-49に
示す。その他の写真は，机上配布資料※２「2.1 原田
東方リニアメント」に示す。 ※2  第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合

資料1-1-2 P.380 再掲
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17 左岸

SE

上流側

露頭調査（写真2） (1/2)

4.3 原田東方リニアメント (12/14)

中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩の露頭であり，断層や地層の不連続，

急傾斜等は認められない。

露頭写真撮影位置図

17左岸上流側

SE

0 2m

0 2m

に挟まれた位置

断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.381 再掲
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17 左岸

SE

上流側

露頭調査（写真2） (2/2)

4.3 原田東方リニアメント (13/14)

露頭写真撮影位置図

17左岸上流側

SE

0 2m

0 2m

中新統の易国間層の安山岩質凝灰角礫岩の露頭であり，断層や地層の不連続，

急傾斜等は認められない。

※表層の堆積物及び掘削土砂を
除いた岩石露頭（黄色破線内）
のみ観察した。水流中の部分や
，藪，立木で隠れている部分は，
現地で確認の上，露頭の範囲を
示している。

に挟まれた位置

断層地形の可能性がある地形に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.382 再掲
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調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 － 補足説明資料
4.3 P4-39 原田東方リニアメントを示している文献はない。

空中写真判読

（空中写真判読図） 補足説明資料
4.3 P4-39

原田東方リニアメントはＮＥ－ＳＷ方向の長さ約1.5ｋｍのＥ
ランクの断層地形の可能性がある地形として判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.3 P4-40

原田東方リニアメントに相当するＥランクの断層地形の可能
性がある地形は，中位段丘面と高位段丘面との境界に沿っ
て連続する傾斜変換点として判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.3 P4-41
陰影図では，原田東方リニアメントは高位段丘面と中位段

丘面の境界となる傾斜変換点として判読される。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図） 補足説明資料
4.3 P4-42

原田東方リニアメント付近で，新第三系中新統の易国間層
の構造は，Ｅ－Ｗ走向で北に緩やかに傾斜している。

露頭調査 （連続露頭写真・スケッチ）

補足説明資料
4.3 P4-43～4-49

机上配布資料
P27 – 71

原田東方リニアメントに交差する連続露頭区間では，露出
する中新統の易国間層に断層や地層の不連続，急傾斜等は
認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

※

第432回会合で指摘のあった調査項目※

調査結果及び評価結果

原田東方リニアメントについて上記調査を実施し，原田東方リニアメントに交差する連続露頭の「露
頭調査」によって，上部更新統より古い中新統に変位・変形を伴う不連続等が認められないことを確
認した。中位段丘面と高位段丘面との境界に沿った段丘崖によるものと評価する。

原田東方リニアメントについて，
震源として考慮する活断層に該当
しないと評価する。

4.3 原田東方リニアメント (14/14)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.383 再掲
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4.4 赤川リニアメント 4-51

１．地質構造に関する調査 ・・・・・ 1-1

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1

４．周辺陸域の断層評価（30kmまで） ・・・・・ 4-1

4.1 二ツ石リニアメント ・・・・・ 4-1

4.2 材木リニアメント ・・・・・ 4-19

4.3 原田東方リニアメント ・・・・・ 4-35

4.4 赤川リニアメント ・・・・・ 4-51

4.5 福浦リニアメント ・・・・・ 4-69

4.6 野平リニアメント ・・・・・ 4-81

4.7 清水山南方断層 ・・・・・ 4-93

4.8 恐山東山麓リニアメント ・・・・・ 4-99

５．周辺陸域の断層評価（30km以遠）に係る基礎資料 ・・・・・ 5-1

６．敷地前面海域の断層評価（概ね30kmまで） ・・・・・ 6-1

７．外側海域の断層評価（概ね30ｋｍ以遠） ・・・・・ 7-1

８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1

９．内陸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 9-1

１０．完新世の海岸侵食地形に関する調査 ・・・・・10-1

１１．海域の変動履歴の評価 ・・・・・11-1

１２．地質構造発達史の評価 ・・・・・12-1

１３．隆起のメカニズム評価 ・・・・・13-1



30
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。

赤川リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

当社による
ランク※１ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性評価の結果

D － 約1km 約17km
震源として考慮する
活断層に該当しない

評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 －
補足説明資料

4.4 P4-55

空中写真判読

(空中写真判読図）
補足説明資料

4.4 P4-55

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.4 P4-56

（陰影図）
補足説明資料

4.4 P4-57

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.4 P4-58

地形解析 （詳細地形判読図）
補足説明資料

4.4 P4-59

地表踏査（精査）
（詳細地質平面図・

断面図）
補足説明資料
4.4 P4-60,4-61

露頭調査 （連続露頭写真・スケッチ）

補足説明資料
4.4 P4-62～4-67

机上配布資料※２

P73 – 116

調査手法

赤川リニアメントについて上記調査を実施し，判読された支沢に沿う
連続露頭及び交差する連続露頭の「露頭調査」によって，震源として
考慮する活断層に該当しないと評価する。

4.4 赤川リニアメント (1/17)

※２ 第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合

資料1-1-2 P.385 再掲
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文献に示される
全ての活断層
及び

リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査
抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ２））
（50万分の1活構造図 ３）,４））

など

活動性評価に寄与
した主要な調査

• 赤川リニアメントは，ＮＮＥ－ＳＳＷ方向で長さ約0.5ｋｍのＤランクの断層地形の可能性が
ある地形である。北方には，同方向で長さ約0.5kmのＥランクの断層地形の可能性がある
地形が判読される。赤川リニアメントを示す文献はない。

• 赤川リニアメントが判読された支沢に沿う連続露頭及び交差する連続露頭の「露頭調査」
によって，上部更新等より古い中新統に変位・変形を伴う不連続等が認められないことを
確認した。大赤川左岸斜面に発達する他の支沢と同様に，新第三系中新統の走向方向に
発達した組織地形であると評価する。

• 赤川リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出・評価フロー

4.4 赤川リニアメント (2/17)

・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・地形解析
（詳細地形判読）

・地表踏査（精査）
（地質構造の精査）

・露頭調査
（断層等の存否確認）

全
て
の
断
層
等

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活動した可能性がある。

否定
できる

第579回審査会合
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④赤川リニアメント
判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

0 2km

赤川リニアメントは，新第三系中
新統の走向方向と概ね等しく，約
0.5ｋｍの長さで判読されるＤランク
の断層地形の可能性がある地形で
ある。その北西延長には約0.5ｋｍ
のＥランクのものが判読される。

凡 例

4.4 赤川リニアメント (3/17)
第579回審査会合
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赤川付近のリニアメント（地形断面図）文献調査・空中写真判読

5

1

【文献調査】
赤川リニアメントを示している文献はない。

【空中写真判読】
• 赤川付近に，ＮＮＷ－ＳＳＥ方向で長さ約1ｋｍのＤランク

及びＥランクの断層地形の可能性がある地形が判読され
る。

• 赤川リニアメントに相当するＤランクのものは，通過位置
を挟んで火山に近い西側の火山麓扇状地面の標高が，東
側の火山麓扇状地面よりも低いことから，西側落下の断
層地形の可能性がある地形と判読される。

4.4 赤川リニアメント (4/17)
第579回審査会合
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地形要素分布

4.4 赤川リニアメント (5/17)

• 赤川リニアメントに相当するＤランクの断層地
形の可能性がある地形は，大赤川左岸斜面に
切り込む急峻な谷地形として判読される。

• Ｅランクのものは，ＤランクのもののＮＷ方向
延長において，直線状に並んだ鞍部として判
読される。

大赤川

小赤川

第579回審査会合
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• 陰影図においても，赤川リニアメントに相当する大赤川
左岸の急峻な谷地形が判読される。

• この谷地形の方向は，大赤川左岸斜面に発達する他の
支沢の方向と等しい。

数値標高モデル 2mメッシュを使用
光源は北西から45度

陰影図 空中写真判読図

大赤川

小赤川

大赤川

小赤川

陰影図の範囲

4.4 赤川リニアメント (6/17)
第579回審査会合
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地質平面・断面

• 赤川リニアメント付近では，新第三系中新統の大間層，第四系中部更新統
の燧岳（ひうちだけ）火山噴出物及び貫入岩が分布する。

• 大間層の構造は，赤川リニアメント付近では，Ｎ-Ｓ走向で，西に緩く傾斜し
ている。

• 大間層の走向は，大赤川左岸斜面に発達する他の支沢の方向と等しい。

4.4 赤川リニアメント (7/17)
第579回審査会合
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200m0

0 500m

地形解析（詳細地形判読）

• LiDAR（航空レーザ測量）で取得した高精度地形データ（1mメッシュ）等を利用して詳細地形解析を行った。
• 西側斜面は，火山麓扇状地面より上方にまで地すべり滑落跡が判読されることから，火山麓扇状地面は削剥を受け，地表標高が
低くなっていると判断される。一方，東側斜面の下刻は火山麓扇状地面の外縁に留まっており，堆積当時の標高が保たれていると判
断される。

「4.4 赤川リニアメント（11/17）」
ルートマップ範囲

コンター図（2m及び10m）陰影図

下図左拡大範囲

調査位置図

4.4 赤川リニアメント (8/17)
第579回審査会合
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地表踏査（精査）：詳細地質平面

4.4 赤川リニアメント (9/17)

【ルートマップ】
• 赤川リニアメントに相当する急峻な谷
地形及びその付近の大赤川本流には，
断層露頭が認められない。

• 急峻な谷地形における中新統の大間
層の地質構造はＮＳ走向で西傾斜であ
り，谷地形を挟んで変化がない。

大赤川

凝灰岩類

第579回審査会合
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4.4 赤川リニアメント (10/17)

地表踏査（精査）：詳細地質断面

5

2

• 赤川リニアメントに相当する急峻な谷地形における中新統の大間層の地質構造
はＮＳ走向で西傾斜であり，谷地形を挟んで変化がない。

• 中新統の大間層の露頭分布等から推定される燧岳火山噴出物と大間層との地
層境界及び大間層内の岩相境界には，それら分布標高に通過位置を挟んで明瞭
な差異は認められない。

第579回審査会合
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露頭調査（ルートマップ）

4.4 赤川リニアメント (11/17)

• 赤川リニアメントに相
当する急峻な谷地形に
おいて，北端部付近の
河床の100m超の連続
露頭を観察した。

• 基盤岩は中新統の大
間層デイサイト質凝灰
岩であり，断層や地層
の不連続，急傾斜等は
認められない。

ルートマップの範囲

詳細地質平面図

第579回審査会合
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露頭調査（写真撮影位置図※１）

4.4 赤川リニアメント (12/17)

写真撮影位置を示す。

※１補足説明資料では，赤川リニアメント沿いの「セクション８」，
赤川リニアメントと交差する「セクション１１」の写真及びス
ケッチを示す。その他の写真は，机上配布資料※２「2.2 赤川
リニアメント」に示す。

本資料に示す露頭スケッチ・
写真撮影範囲※

8

1

11

※２ 第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合
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8-2左岸

8-1左岸

8-3左岸

8

写真撮影位置図

下流側→

セクション８の露頭スケッチ・
写真撮影範囲

8

1

←上流側

下流側→

4.4 赤川リニアメント (13/17)

露頭調査（セクション8）（露頭写真）

セクション８は，赤川リニアメント

に沿う沢の左岸側である。

第579回審査会合
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←上流側

下流側→

OMdtf-I

dt

dt

すべり面

OMdtf-III

OMdtf-I

OMdtf-II

dt

OMdtf-I

OMdtf-II

OMdtf-III

凡 例

露頭調査（セクション8）（スケッチ）

セクション８の露頭スケッチ・
写真撮影範囲

8

1

下流側→

• セクション８は，赤川リニアメントに沿う沢の左岸側である。

• 中新統大間層には，断層や地層の不連続，地層の急傾斜等
は認められない。

• 地すべり移動体の下面に「すべり面」が認められる。すべり面
の傾斜方向は南東方向を示し，地すべり堆積物の分布と調和
的である。

8

写真撮影位置図

4.4 赤川リニアメント (14/17)

ls-g

ls-c

ls-g

ls-g

ls-c

ls-c

第579回審査会合
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露頭調査（セクション11）（露頭写真）

4.4 赤川リニアメント (15/17)

11-1右岸

11-2右岸

11-3右岸 11-4右岸 セクション10

11

写真撮影位置図

下流側→

セクション11の露頭スケッチ・
写真撮影範囲

11

1

←下流側

上流側→

セクション11は，赤川リニアメン

トとほぼ直交する幅約15mの連続

露頭である。

第579回審査会合
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セクション10

←下流側

上流側→

dt

OMdtf-I

OMdtf-I

OMdtf-III

OMdtf-I

OMdtf-I

OMdtf-III

OMdtf-I

OMdtf-I

OMdtf-II

11

写真撮影位置図

セクション11の露頭スケッチ・
写真撮影範囲

11

1

下流側→

凡 例

露頭調査（セクション11）（スケッチ）

4.4 赤川リニアメント (16/17)

• セクション11は，赤川リニアメントとほぼ

直交する幅約15mの連続露頭である。

• 中新統の大間層には，断層や地層の

不連続，地層の急傾斜等は認められな

い。

第579回審査会合
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調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 －
補足説明資料

4.4 P4-55 赤川リニアメントを示している文献はない。

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.4 P4-55

赤川リニアメントは，ＮＮＥ－ＳＳＷ方向で長さ約0.5ｋｍのＤランクの断層地形
の可能性がある地形である。北方には，同方向で長さ約0.5kmのＥランクの断層
地形の可能性がある地形が判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.4 P4-56

赤川リニアメントに相当するＤランクの断層地形の可能性がある地形は，大赤
川左岸斜面に切り込む急峻な谷地形として判読され，通過位置を挟んで火山
に近い西側の火山麓扇状地面の標高が，東側の火山麓扇状地面よりも低いこ
とから，西側落下の断層地形の可能性がある地形と判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.4 P4-57 陰影図では，赤川リニアメントは大赤川左岸の急峻な谷地形として判読される。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.4 P4-58

赤川リニアメントの方向は，大赤川左岸斜面に発達する他の支沢の方向と等
しく，基盤を構成する新第三系中新統大間層の走向方向に概ね等しい。赤川リ
ニアメントは，中新統の大間層の地質構造を反映した組織地形によるものと判
断される。

地形解析 （詳細地形判読図）
補足説明資料

4.4 P4-59

赤川リニアメントに相当する谷地形の西側斜面には，火山麓扇状地面より上
方にまで地すべり滑落跡が判読されることから，火山麓扇状地面が削剥を受け
て地表標高が低くなっていると判断される。東側斜面の下刻は火山麓扇状地面
の外縁に留まっており，堆積当時の標高が保たれていると判断される。

地表踏査（精査） （詳細地質平面図・ 断面図）
補足説明資料
4.4 P4-60,4-61

新第三系中新統の大間層の露頭分布等から推定される燧岳火山噴出物と大
間層との地層境界及び大間層内の岩相境界には，それら分布標高に赤川リニ
アメントを挟んで明瞭な差異は認められない。

露頭調査 （連続露頭写真・スケッチ）

補足説明資料
4.4 P4-62～4-67

机上配布資料※２

P73 – 116

赤川リニアメントが判読された支沢に沿う連続露頭及び交差する連続露頭に
は，中新統の大間層に断層や地層の不連続，急傾斜等は認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

※１

第432回会合で指摘のあった調査項目※１

調査結果及び評価結果

赤川リニアメントについて上記調査を実施し，赤川リニアメントが判読された支沢に沿う連続露頭
及び交差する連続露頭の「露頭調査」によって，上部更新統より古い中新統に変位・変形を伴う不
連続等が認められないことを確認した。中新統の大間層の地質構造を反映した組織地形によるも
のと評価する。

赤川リニアメントについて，
震源として考慮する活断層に
該当しないと評価する。

4.4 赤川リニアメント (17/17)

※２ 第549回審査会合 机上配布資料１

第579回審査会合
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4.5 福浦リニアメント 4-69

１．地質構造に関する調査 ・・・・・ 1-1

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1
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８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1

９．内陸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 9-1

１０．完新世の海岸侵食地形に関する調査 ・・・・・10-1

１１．海域の変動履歴の評価 ・・・・・11-1

１２．地質構造発達史の評価 ・・・・・12-1

１３．隆起のメカニズム評価 ・・・・・13-1



3
0
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

福浦リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

4.5 福浦リニアメント (1/10)

当社による
ランク※１ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性評価の結果

D Ⅲ※２ 約2km 約22km
震源として考慮する
活断層に該当しない

評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.5 P4-73

空中写真判読

(空中写真判読図）
補足説明資料

4.5 P4-73

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.5 P4-74

（陰影図）
補足説明資料

4.5 P4-75

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.5 P4-77

露頭調査 （露頭写真・スケッチ）
補足説明資料
4.5 P4-78,4-79

調査手法

福浦リニアメントについて上記調査を実施し，福浦リニアメントが判
読された支沢での「露頭調査」によって，震源として考慮する活断層
に該当しないと評価する。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）１）による確実度

第579回審査会合

資料1-1-2 P.403 再掲
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・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・露頭調査
（リニアメント部の性状

確認

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査

• 活断層研究会編（1991）１）は，長さ約2.5km，WNW-ESE方向の確実度Ⅲのリニアメ
ントとして評価している。

• 福浦リニアメントはＷＮＷ－ＥＳＥ方向のＤランクの断層地形の可能性がある地形
として判読される。

• 福浦リニアメントが判読された支沢での「露頭調査」によって，福浦リニアメントに
沿って上部更新統より古い鮮新統～下部更新統の地層境界が認められるが，この
地層境界に沿って変位・変形を伴う不連続等が認められないことを確認した。デイサ
イト質凝灰岩とデイサイト溶岩との地層境界に沿った組織地形であると評価する。

• 福浦リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層 １）），

（活断層詳細デジタルマップ２））
（50万分の1活構造図 ３）,４））

など

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.5 福浦リニアメント (2/10)

全
て
の
断
層
等

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活動した可能性がある。

否定
できる

第579回審査会合

資料1-1-2 P.404 再掲
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⑤福浦リニアメント

判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

福浦リニアメントは，新第三系鮮
新統～第四系更新統の走向方向に
約2ｋｍの長さで判読されるＤランク

の断層地形の可能性がある地形で
ある。

0 2km

凡 例

4.5 福浦リニアメント (3/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.405 再掲
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文献調査・空中写真判読

4.5 福浦リニアメント (4/10)

【空中写真判読】
福浦付近から大石(おおいし)沢と縫道(ぬいどう)沢の合流点付近にかけての約

２ｋｍの区間に，ＷＮＷ－ＥＳＥ方向のＤランクの断層地形の可能性がある地形が
判読される。

活断層研究会編（1991）1)

0 5km

【文献調査】

• 活断層研究会編（1991）１)は，長さ約2.5km，
WNW-ESE方向の確実度Ⅲ のリニアメントとして
評価している。

• 山崎ほか（1986）４)は，ほぼ同じ位置に「新第三
系及び下部更新統の断層」を図示している。

• その他，上村(1975)５），箕浦ほか(1998)６）が，断
層を示している。

0 1km

第579回審査会合

資料1-1-2 P.406 再掲
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地形要素分布

4.5 福浦リニアメント (5/10)

• Ｄランクの断層地形の可能性
がある地形は，福浦川左岸の山
地と低地又は山地と丘陵地との
境界にある，三角状の急崖，傾
斜変換点として判読される。

• これらは斜面側が隆起した北
東側落下の変動地形と認定さ
れる。

0 1km

第579回審査会合

資料1-1-2 P.407 再掲
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国土地理院基盤地図情報（数値標高モデル）
10mメッシュを使用
光源は北西から45度

陰影図
空中写真判読図

4.5 福浦リニアメント (6/10)

陰影図の範囲

陰影図においても，連続した三
角末端面が判読される。

0 1km

第579回審査会合
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（余白）

4-76



地質平面・断面

詳細説明範囲

4.5 福浦リニアメント (7/10)

• 福浦リニアメント付近では，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の大畑層のほか，貫入岩，先新第三系，新第三
系中新統，崖錐堆積物等が分布する。

• 福浦リニアメントを挟んで，谷側（北東側）にデイサイト質凝灰岩が，山側（南西側）にデイサイト溶岩が分布する。

1

1

NNESSW NNESSW

0 500m

第579回審査会合
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①
①

’

FK-1

FK-2

露頭調査 (ルートマップ)

0 500m

4.5 福浦リニアメント (8/10)

• 判読される断層地形の可能性のある地形に沿って，ほぼ同じ標高に鮮新統～下部更新統の大畑層のデイサイト質凝
灰岩とデイサイト溶岩との地層境界が認められ，これら地層境界は一連のものと判断される。

• この地層境界と，判読される断層地形の可能性がある地形との位置及び方向は，ほぼ一致しており，それに沿う断層
は認められない。

1

1

に挟まれた位置

に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.411 再掲
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0 50cm0 100cm

Loc.FK-1 露頭スケッチ Loc.FK-2 露頭スケッチ

露頭調査(露頭写真)

（FK-1, FK-2)

• デイサイト質凝灰岩とデイサイト溶岩は凹凸のある境界で接する。
• 地層境界を切る密着した小断層があり，その走向は概ねNE-SW方向であり，判読された断層地形の可能性のある地形の走向NW-SEとは合わな

い。
• デイサイト質凝灰岩はロックハンマのピックが容易に貫入する程度に軟質であり，デイサイト溶岩はロックハンマの軽打では割れない程度に硬い。

地層境界

地層境界

4.5 福浦リニアメント (9/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.412 再掲
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調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.5 P4-73

活断層研究会編（1991）１）は，長さ約2.5km，WNW-ESE方向の確
実度Ⅲ のリニアメントとして評価している。山崎ほか（1986）４)は，ほ
ぼ同じ位置に「新第三系及び下部更新統の断層」を図示している。
その他，上村(1975)５），箕浦ほか(1998)６）が，断層を示している。

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.5 P4-73

福浦リニアメントはＷＮＷ－ＥＳＥ方向のＤランクの断層地形の可
能性がある地形として判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.5 P4-74

福浦リニアメントに相当するＤランクの断層地形の可能性がある
地形は，山地と低地又は山地と丘陵地との境界にある，三角末状
の急崖，傾斜変換点として判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.5 P4-75
陰影図では，福浦リニアメントは連続した三角末端面として判読さ

れる。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.5 P4-77

福浦リニアメント付近には新第三系鮮新統～第四系下部更新統
の大畑層が分布する。福浦リニアメントを挟んで，谷側にデイサイト
質凝灰岩が，山側にデイサイト溶岩が分布する。

露頭調査 （露頭写真・スケッチ）
補足説明資料
4.5 P4-78,4-79

福浦リニアメントに沿って，鮮新統～下部更新統のデイサイト質凝
灰岩とデイサイト溶岩との地層境界が認められる。この地層境界と，
判読される断層地形の可能性がある地形との位置及び方向は，ほ
ぼ一致しており，地層境界に沿う断層は認められない。

デイサイト質凝灰岩は軟質であり，デイサイト溶岩は硬い。福浦リ
ニアメントは，鮮新統～下部更新統の地層境界を反映した組織地
形によるものと判断される。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

調査結果及び評価結果

福浦リニアメントについて上記調査を実施し，福浦リニアメントが判読された支沢での「露頭調査」
によって，福浦リニアメントに沿って上部更新統より古い鮮新統～下部更新統の地層境界が認め
られるが，この地層境界に沿って変位・変形を伴う不連続等が認められないことを確認した。鮮新
統～下部更新統の地層境界を反映した組織地形によるものと評価する。

福浦リニアメントについて，
震源として考慮する活断層に
該当しないと評価する。

4.5 福浦リニアメント (10/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.413 再掲
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4.6 野平リニアメント 4-81

１．地質構造に関する調査 ・・・・・ 1-1
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0
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⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

野平リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

当社による
ランク※ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性評価の結果

E Ⅲ※２ 約4.5km 約28km
震源として考慮する
活断層に該当しない

評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

4.6 野平リニアメント (1/11)

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.6 P4-85

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.6 P4-85

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.6 P4-86

（陰影図）
補足説明資料

4.6 P4-87

活
動
性
調
査

地形解析 （地形断面図）
補足説明資料

4.6 P4-88

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.6 P4-89

群列オーガボーリング調査 （詳細地質断面図）
補足説明資料

4.6 P4-90

群列ボーリング調査 （詳細地質断面図）
補足説明資料

4.6 P4-91

調査手法

野平リニアメントについて上記調査を実施し，野平リニアメントに
直交して実施した「群列ボーリング調査」によって，震源として考慮
する活断層に該当しないと評価する。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991 ）１）による確実度

第579回審査会合

資料1-1-2 P.415 一部修正
4-82



・地形解析
（地形断面の検討）

・群列ボーリング調査
（変位量の確認）

・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・群列オーガボーリング調査

（変位量の確認）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査

• 活断層研究会編（1991）１）は，長さ約4.5km，ほぼN-S方向の確実度Ⅲのリニアメン
トとして評価している。

• 野平リニアメントは約4.5ｋｍの区間に，ＮＮＥ-ＳＳＷ方向～Ｎ-Ｓ方向のＥランクの
断層地形の可能性がある地形として断続的に判読される。

• 野平リニアメントに直交して実施した「群列ボーリング調査」によって，野平リニアメ
ントを挟んで上部更新統のＭ1f面堆積物の基底面に変位・変形が認められないこと
を確認した。なお，群列オーガボーリング調査においても，整合的な結果が得られて
いる。

• 野平リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層 １）），

（活断層詳細デジタルマップ２））
（50万分の1活構造図 ３）,４））

など

全
て
の
断
層
等

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.6 野平リニアメント (2/11)

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる

第579回審査会合

資料1-1-2 P.416 誤りを修正
4-83

審査資料の再チェックを行い，「活動性評価に寄与した主要な
調査のﾊｲﾗｲﾄの誤り（「地表踏査（概査）（地質分布の検討）」を
「群列ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査（変位量の確認）」に修正）」を修正した。



凡 例
⑥野平リニアメント

判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

野平リニアメントは，新第三系鮮
新統～第四系下部更新統の走向方
向と概ね等しい方向に，約4.5ｋｍの
長さで判読されるＥランクの断層地
形の可能性がある地形である。

0 2km

4.6 野平リニアメント (3/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.417 再掲
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野平

文献調査・空中写真判読

【空中写真判読結果】
大利家戸（おりげど）川から新三郎沢にかけての約4.5ｋｍの区間に，ＮＮＥ-ＳＳＷ方向～Ｎ-Ｓ方向のＥランクの断層地形の

可能性がある地形が断続的に判読される。

活断層研究会編（1991）１)

0 5 km0 5km

【文献調査】
活断層研究会編（1991）１)は，長さ約4.5km，ほぼN-S方向の確実度Ⅲ のリニアメントとして評価している。

4.6 野平リニアメント (4/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.418 再掲
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地形要素分布

4.6 野平リニアメント (5/11)

Ｅランクの断層地形の可能性
がある地形は，直線状の谷地
形，段丘崖，傾斜変換点，鞍部
として判読される。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.419 再掲
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陰影図
空中写真判読図

陰影図の範囲

国土地理院基盤地図情報（数値標高モデル）
10mメッシュを使用

光源は北西から45度

陰影図では，直線状の谷地形は判
読可能であるが，段丘崖，傾斜変換
点は不明瞭である。

4.6 野平リニアメント (6/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.420 再掲
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地形解析（地形断面の検討)

5

1

断面位置図

凡 例

4.6 野平リニアメント (7/11)

• 野平リニアメントは，Ｍ1f面とL面との境界となるところでは段丘
崖となっているが，Ｍ1f面を通過する区間では，段丘面の傾斜が
一定であり，明瞭な傾斜変換は認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.421 再掲
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地質平面・断面

野平リニアメント付近では，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の大畑層及び野平層，段丘堆積物等が分布する。

0 500m

4.6 野平リニアメント (8/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.422 再掲
4-89



群列オーガボーリング調査 （詳細地質断面）

5

1

オーガーボーリング位置図

4.6 野平リニアメント (9/11)

野平リニアメントの中央部付近で実施した群列オーガボーリン
グによると，上部更新統のＭ1f面堆積物の基底面及びそれを被
覆する洞爺火山灰層は緩く傾斜し，大利家戸川支流及びトリノ
沢の河床縦断の傾斜にほぼ調和的である。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.423 再掲
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• 上部更新統のＭ1 f面堆積物の基底面は，緩く傾
斜し，トリノ沢の河床縦断の傾斜にほぼ調和的で
ある。野平リニアメントを挟んで，その傾斜に明瞭
な差異は認められない。

• 洞爺火山灰層再堆積層は，下位のシルト層の厚
さの変化を除けば，野平リニアメントを挟んで，そ
の傾斜に明瞭な差異はないと判断される。

基底面

コアボーリング位置図

に挟まれた位置

10

1

に挟まれた位置

群列ボーリング調査（詳細地質断面）

4.6 野平リニアメント (10/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.424 一部修正
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調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.6 P4-85
活断層研究会編（1991）１）は，長さ約4.5km，ほぼN-S方向の確実度Ⅲ

のリニアメントとして評価している。

空中写真判読

(空中写真判読図）
補足説明資料

4.6 P4-85
野平リニアメントは約4.5ｋｍの区間に，ＮＮＥ-ＳＳＷ方向～Ｎ-Ｓ方向の

Ｅランクの断層地形の可能性がある地形として断続的に判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.6 P4-86
野平リニアメントに相当するＥランクの断層地形の可能性がある地形は，

直線状の谷地形，段丘崖，傾斜変換点，鞍部として判読される。

（陰影図）
補足説明資料

4.6 P4-87 陰影図では，野平リニアメントは直線状の谷地形部のみが判読できる。

活
動
性
調
査

地形解析 （地形断面図）
補足説明資料

4.6 P42-88

野平リニアメントは，M1f面とL面との境界となるところでは段丘崖となっ
ているが，M１f面上では，段丘面の傾斜が一定であり，明瞭な傾斜変換
は認められない。

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.6 P4-89
野平リニアメント付近には，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の大

畑層及び野平層，段丘堆積物等が分布する。

群列オーガボーリング調査 （詳細地質断面図）
補足説明資料

4.6 P4-90
上部更新統のＭ1f面堆積物の基底面は，緩く傾斜し，トリノ沢の河床縦

断の傾斜にほぼ調和的である。

群列ボーリング 調査 （詳細地質断面図）
補足説明資料

4.6 P4-91

上部更新統のＭ1f面堆積物の基底面は，緩く傾斜し，トリノ沢の河床縦
断の傾斜にほぼ調和的である。野平リニアメントを挟んで，その傾斜に明
瞭な差異は認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

調査結果及び評価結果

野平リニアメントについて上記調査を実施し，野平リニアメントに直交して実施した「群列ボーリン
グ調査」によって，野平リニアメントを挟んで上部更新統のＭ1f面堆積物の基底面に変位・変形が
認められないことを確認した。

野平リニアメントについて，震源と
して考慮する活断層に該当しないと
評価する。

4.6 野平リニアメント (11/11)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.425 一部修正
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4.7 清水山南方断層 (1/5)

当社による
ランク※１ 文献

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

活動性調査による評価

E Ⅲ※２ 約10km 約28km
約11kmの区間について
震源として考慮する活
断層と評価する

3
0
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）１）による確実度

清水山南方断層の位置，調査手法及び評価結果 評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の

調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.7 P4-96

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.7 P4-96

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.7 P4-97

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図）
本編資料
3.2 P3-7

（断層主部）

群列オーガボーリング調査
（地質断面図）

本編資料
3.2 P3-8

（北西延長部）（南東延長部）

地形解析
（地形断面図）

本編資料
3.2 P3-9, 3-10

（南東延長部）

地表踏査（精査）
（詳細地質断面図）

本編資料
3.2 P3-11

調査手法

• 清水山南方断層について上記調査を実施し，清水山南方断層の主部を
挟んで上部更新統より古い基準面に変位・変形が認められないことを確認
できなかった。

• そのため，「地形解析」及び「地表踏査（精査）」によって，端部を確認し，
長さ約11kmの区間について震源として考慮する活断層と評価する。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目

第579回審査会合

資料1-1-2 P.427 再掲
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・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・群列オーガボーリング
調査

（変位量の確認）
・地形解析

（地形断面の検討）
・地表踏査（精査）

（地質構造の精査）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査

• 活断層研究会編（1991）１）は，長さ10km，確実度Ⅲの活断層の疑いがあるリニアメントとし
て評価している。

• 清水山南方断層はNW-SE方向，長さ約10km，Eランクの断層地形の可能性がある地形と
して判読される。

• 詳細調査によって，清水山南方断層の主部を挟んで上部更新統又はそれより古い基準
面に変位・変形が認められないことを確認できなかった。そのため，北西延長部の汐泊川
地点では「地形解析」によって，延長位置を挟んで上部更新統より古いＨ３面及び上部更新
統のＭ２面に変位・変形が認められないことを確認し，南東延長部の汐首町地点では「地表
踏査（精査）」によって，延長位置を挟んで先新第三系の戸井層に変位・変形が認められな
いことを確認した。

• 清水山南方断層は，汐泊川地点から汐首町地点に至る長さ約11ｋｍの震源として考慮する
活断層と評価する。

抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ２））
（50万分の1活構造図 ３）,４））

など

全
て
の
断
層
等

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.7 清水山南方断層 (2/5)

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる

第579回審査会合

資料1-1-2 P.428 再掲
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文献調査・空中写真判読

4.7 清水山南方断層 (3/5)

【空中写真判読】

• 山地と台地の境界に，Ｅランクで長さ約10kmの断層地形の可能性がある地形が認められる。

• 北西延長にあたる汐泊川付近においては，Ｈ3面及び丘陵には変位・変形が認められない。

• 南東部の運賀川付近では，断層地形の可能性がある地形は不連続となり，南東延長にあたる汐首町北東の
山地尾根部では，変位・変形は認められない。

汐首町

運
賀
川

白
石
川

汐
泊
川

清水山

0 2km

汐
泊
川

汐首町
0 5km

【文献調査】

• 活断層研究会編（1991）１)は，長さ10km，確実度Ⅲの活断層の疑いがあるリニアメントとして評価している。

• 今泉ほか編（2018）２)の他，寒川ほか（1984）３)，山崎ほか（1986）４)，長谷川・鈴木（1964）７)，北海道立地下資
源調査所（1980）８)は，対応する位置に断層等を図示していない。

活断層研究会編（1991）１)

第579回審査会合

資料1-1-2 P.429 一部修正
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地形要素分布

4.7 清水山南方断層 (4/5)

清水山南方断層に相当するＥランクの断層地形の
可能性がある地形は，山地と台地の境界で直線状
に配列する傾斜変換点及び三角状の急崖として判
読される。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.430 再掲
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4.7 清水山南方断層 (5/5)

調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 （文献断層位置図）
補足説明資料

4.7 P4-96

活断層研究会編（1991）１）は，長さ10km，確実度Ⅲの活断層の疑
いがあるリニアメントとして評価している。今泉ほか編（2018）２）の他，
寒川ほか（1984）３），山崎ほか（1986）４），長谷川・鈴木（1964）７），北
海道立地下資源調査所（1980）８）は，対応する位置に断層等を図示
していない。

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.7 P4-96
清水山南方断層はNW-SE方向，長さ約10km，Eランクの断層地形

の可能性がある地形として判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.7 P4-97

清水山南方断層に相当するＥランクの断層地形の可能性がある
地形は，山地と台地の境界で直線状に配列する傾斜変換点及び三
角状の急崖として判読される。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図）
本編資料
3.2 P3-7

清水山南方断層付近には，先新第三系戸井層，新第三系中新統
汐泊川層，第四系上部更新統銭亀（ぜにかめ）沢軽石流堆積物，段
丘堆積物等が分布する。通過位置の直下に銭亀沢火砕流堆積物
（約5万年前）の露頭が存在するが，それ以前の地層が分布せず，
上部更新統より古い基準面に変位・変形が認められないことを確認
できない。

（断層主部）
群列オーガボーリング調査

（地質断面図）
本編資料
3.2 P3-8

中央部の白石川地点において，通過位置を挟んで，銭亀沢軽石
流堆積物（約5万年前）中の鍵層に変位・変形が認められない。

（北西延長部）（南東延長部）
地形解析

（地形断面図）
本編資料

3.2 P3-9, 3-10

北西延長部の汐泊川地点において，延長位置を挟んで，上部更
新統より古いＨ３面及び上部更新統のＭ２面に標高の変化は認めら
れない。

（南東延長部）
地表踏査（精査）

（詳細地質断面図）
本編資料
3.2 P3-11

南東延長部の汐首町地点において，先新第三系の戸井層に断層
を示唆する地形は判読されず，延長位置を挟んで戸井層の走向傾
斜に変化は認められない。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果

※

第432回会合で指摘のあった調査項目※

調査結果及び評価結果

清水山南方断層について上記調査を実施し，清水山南方断層の主部を挟んで上部更新統又はそれよ
り古い基準面に変位・変形が認められないことを確認できなかった。そのため，北西延長部の汐泊川地
点では「地形解析」によって，延長位置を挟んで上部更新統より古いＨ３面及び上部更新統のＭ２面に変
位・変形が認められないことを確認し，南東延長部の汐首町地点では「地表踏査（精査）」によって，延長
位置を挟んで先新第三系の戸井層に変位・変形が認められないことを確認した。

清水山南方断層は，長さ約11km
の震源として考慮する活断層と評
価する。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.431 一部修正
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3
0
㎞

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント
③原田東方リニアメント

⑦清水山南方断層

※ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。

恐山東山麓リニアメントの位置，調査手法及び評価結果

当社による
ランク※

空中写真で判読
した長さ

敷地から
の距離

文献 活動性評価の結果

Ｄ
東側：約 6km
西側：約12km

約32km
約32km

－
震源として考慮する活
断層に該当しない

評価結果

• 断層地形の蓋然性が高いものからA～E
の5ランクとした。

• 記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

4.8 恐山東山麓リニアメント (1/12)

調査項目 図表 掲載箇所

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査 －
補足説明資料

4.8 P4-104

空中写真判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.8 P4-104

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.8 P4-105

（陰影図）
補足説明資料

4.8 P4-106

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図・断面図）
補足説明資料

4.8 P4-107
（東側：北部）

群列ボーリング調査
（詳細地質断面図）

補足説明資料
4.8 P4-108

（東側：南部）

地表踏査（精査）
（詳細地質断面図）

補足説明資料
4.8 P4-109

（西側：北部）

群列ボーリング調査
（詳細地質断面図）

補足説明資料
4.8 P4-110

（西側：南部）

群列ボーリング調査
（詳細地質断面図）

補足説明資料
4.8 P4-111

調査手法

恐山東山麓リニアメントについて上記調査を実施し，恐山東山麓リニアメン
トに直交して実施された「群列ボーリング調査」及び「地表踏査（精査）」に
よって，震源として考慮する活断層に該当しないと評価する。

活動性の評価に寄与した主要な調査項目

第579回審査会合

資料1-1-2 P.433 一部修正
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・地表踏査（概査）
（地質分布の検討）

・地表踏査（精査）
（地質構造の精査）

・群列ボーリング調査
（変位量の確認）

周辺陸域の活断層に関する抽出・評価フロー

文献に示される
全ての活断層

及び
リニアメント

【活動性評価の対象とする断層等※の抽出】

全ての
「断層地形の
可能性がある

地形」

活
動
性
評
価
の
対
象
と
す
る
断
層
等

※ 本資料では，「活断層」，「リニアメント」及び「断層地形の可
能性がある地形」を総称して「断層等」と呼ぶものとする。

・空中写真判読
（変動地形要素判読）

（地形面判読）

抽出基準

抽出基準

活動性調査

• 恐山東山麓リニアメントはＮ－Ｓ方向～ＮＮＥ－ＳＳＷ方向に２条のＤランクの断層
地形の可能性がある地形（約12km，約6㎞）として判読される。恐山東山麓リニアメ
ントを示す文献はない。

• 恐山東山麓リニアメントに直交して実施された「群列ボーリング調査」及び「地表踏
査（精査）」によって，恐山東山麓リニアメントを挟んで，上部更新統より古い中部更
新統の恐山火山噴出物の鍵層に変位・変形が認められないことを確認した。

• 恐山東山麓リニアメントについて，震源として考慮する活断層に該当しないと評価す
る。

抽出のための調査

・文献調査
（［新編］日本の活断層１）），

（活断層詳細デジタルマップ２））
（50万分の1活構造図 ３）,４））

など

全
て
の
断
層
等

活動性評価に寄与
した主要な調査

4.8 恐山東山麓リニアメント (2/12)

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
に

該
当
し
な
い

【評価】

否定できない

近接した断層等との連
続性が否定できる。※

活動性の評価基準

震源として考慮する活断層

断層等の端部におい
て，延長位置を挟んで後
期更新世以降の活動が
認められないことを確認
できる。

端部の評価基準

連続性の評価基準

断層等の主部におい
て，後期更新世以降に
活 動 し た 可 能 性 が あ
る。

否定
できる

第579回審査会合
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（余白）
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⑧恐山東山麓リニアメント
判読されたリニアメントと地質構造

本図は断層地形の可能性がある
地形を図示したものである。
短線は縦ずれの低下側を示す。
本地域にはA, B, Cランクに該当
する断層地形の可能性がある
地形は判読されない。

恐山東山麓リニアメントは，第四系
火山噴出物の裾野付近で，概ね斜面
の傾斜と直交する方向に判読される，
約6ｋｍ及び約12ｋｍの平行な2条のＤ
ランクの断層地形の可能性がある地
形である。

0 2km

凡 例

4.8 恐山東山麓リニアメント (3/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.436 再掲
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【空中写真判読結果】
恐山東山麓には，恐山火山から山麓に向かって火山山麓斜面，段丘面及び崖錐堆積面が放射状に緩く傾

斜して判読され，その中に，Ｎ－Ｓ方向～ＮＮＥ－ＳＳＷ方向に２条のほぼ並行するＤランクの断層地形の可能
性がある地形（東側：約6km，西側：約12㎞）が判読される。

【文献調査】
恐山東山麓リニアメントを示している文献はない。

文献調査・空中写真判読

4.8 恐山東山麓リニアメント (4/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.437 再掲
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地形要素分布

4.8 恐山東山麓リニアメント (5/12)

• Ｎ-Ｓ方向～ＮＮＥ-ＳＳＷ方向に２条のＤランクの断層地形の可能性がある地形を認めた。
• 東側のものは，関根付近から栗山付近に至る約6ｋｍ区間で，断続的な傾斜変換点等として判
読される。

• 西側のものは，高梨南方から堺田付近に至る約12ｋｍ区間で，断続的な傾斜変換点，比高の
極めて小さい崖等として判読される。

第579回審査会合
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0 2km

空中写真判読図

陰影図では，細かな
Ｎ-Ｓ方向の傾斜変換
部，小鞍部などが，至
る所に認められる。

国土地理院基盤地図情報（数値標高モデル）
10mメッシュを使用

光源は北西から45度

0 2km

陰影図

陰影図の範囲

4.8 恐山東山麓リニアメント (6/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.439 再掲
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恐山東山麓リニアメント付近では，第四系中部更新統の恐山火山噴出物，段丘堆積物及び
崖錐堆積物が広く分布する。

1

1

EW

地質平面・断面

に挟まれた位置

に挟まれた位置

4.8 恐山東山麓リニアメント (7/12)

P441

P442

P443

P444

第579回審査会合

資料1-1-2 P.440 再掲
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10

1

• 恐山東山麓リニアメント（東側）を挟んで実施された群列ボーリングによれば，恐山東山麓リニアメント（東側）を挟
んでローム層の層厚や挟在される堆積物が変化している。

• 一方，ローム層の下位に比較的厚く堆積する中部更新統の関根第１火砕流堆積物の上面には，高度の不連続は
認められない。

EW

ESEWNW

断面図はリサイクル燃料貯蔵（株）が実施したボーリング調査記録を
電源開発（株）が独自に解析・作成したものである

0 5km

コアボーリング及び断面位置図

群列ボーリング調査：関根（せきね） （東側：北部）

4.8 恐山東山麓リニアメント (8/12)

に挟まれた位置

に挟まれた位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.441 再掲
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ｖｓ
0 500m

10

1

地表踏査によれば，恐山東山麓リニアメント（東側）を挟んで中部更新統の正津川火砕流堆積物が連続的に分布し，その分布標
高の勾配に明瞭な差異が認められない。

露頭調査位置図

地表踏査（精査）：椛山（かばやま） （東側：南部）

4.8 恐山東山麓リニアメント (9/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.442 一部修正
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5

1

恐山東山麓リニアメント（西側）を挟んで実施された群列ボーリングによれば，中部更新統の関根第２火砕流堆積物，関根第１火砕流
堆積物の上部は，東へ緩く傾斜しており，それより下位の関根第１火砕流堆積物の下部以深は，おおむね水平な堆積構造を示し，勾配
の不連続は認められない。

EW

断面図はリサイクル燃料貯蔵（株）が実施したボーリング調査記録を電源開発（株）が独自に解析・作成したものである

コアボーリング及び断面位置図

0 500m

群列ボーリング調査：長坂北方（ながさかほっぽう） （西側：北部）

4.8 恐山東山麓リニアメント (10/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.443 再掲
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0 500m

恐山東山麓リニアメント（西側）の西側の通過位置は中部更新統の二股沢火砕流堆積物の外縁付近に，東側の通過位置は中部更新
統の正津川火砕流堆積物の外縁付近に位置し，恐山東山麓リニアメント（西側）の分布は，火砕流堆積物の分布と整合的である。

断面図はリサイクル燃料貯蔵（株）が実施し
たボーリング調査記録を電源開発（株）が独
自に解析・作成したものである

コアボーリング及び断面位置図

群列ボーリング調査：越葉（こいっぱ） （西側：南部）

5

1

4.8 恐山東山麓リニアメント (11/12)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.444 再掲
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調査項目 掲載箇所 調査結果

抽
出
の
た
め
の
調
査

文献調査
補足説明資料

4.8 P4-104
恐山東山麓リニアメントを示している文献はない。

空中写真判読・
地形判読

（空中写真判読図）
補足説明資料

4.8 P4-104
恐山東山麓リニアメントはＮ－Ｓ方向～ＮＮＥ－ＳＳＷ方向に２条のＤランクの断

層地形の可能性がある地形（約12km，約6㎞）として判読される。

（地形要素分布図）
補足説明資料

4.8 P4-105

東側のＤランクの断層地形の可能性がある地形は，関根付近から栗山付近に
至る約6ｋｍ区間で，断続的な傾斜変換点等として判読される。

西側のＤランクの断層地形の可能性がある地形は，高梨南方から堺田付近に
至る約12ｋｍ区間で，断続的な傾斜変換点，比高の極めて小さい崖等として判読
される。

（陰影図）
補足説明資料

4.8 P4-106
陰影図では，恐山東山麓リニアメントは，Ｎ-Ｓ方向の傾斜変換部，小鞍部などと

して判読される。

活
動
性
調
査

地表踏査（概査） （地質平面図）
補足説明資料

4.8 P4-107
恐山東山麓リニアメント付近には，第四系中部更新統の恐山火山噴出物，段丘

堆積物及び崖錐堆積物が広く分布する。

（東側：北部）
群列コアボーリング調査

（詳細地質断面図）
補足説明資料

4.8 P4-108

関根において，恐山東山麓リニアメントを挟んでローム層の下位に比較的厚く中
部更新統の関根第１火砕流堆積物が分布し，その上面には，高度の不連続は認
められない。

（東側：南部）
地表踏査（精査）

（詳細地質断面図）
補足説明資料

4.8 P4-109
椛山において，恐山東山麓リニアメントを挟んで中部更新統の正津川火砕流堆

積物が連続的に分布し，その分布標高の勾配に明瞭な差異が認められない。

（西側：北部）
群列ボーリング調査

（詳細地質断面図）
補足説明資料

4.8 P4-110

長坂北方において，恐山東山麓リニアメントを挟んで，上位より関根第２火砕流
堆積物，関根第１火砕流堆積物及び正津川火砕流堆積物が分布し，中部更新統
の関根第１火砕流堆積物の下部以深は，おおむね水平な堆積構造を示し，勾配
の不連続は認められない。

（西側：南部）
群列ボーリング調査

（詳細地質断面図）
補足説明資料

4.8 P4-111

越葉において，恐山東山麓リニアメントは，中部更新統の二股沢火砕流堆積物
及び正津川火砕流堆積物の外縁付近に位置し，火砕流堆積物の分布と整合的
である。

※

活動性の評価に寄与した主要な調査項目及び調査結果 第432回会合で指摘のあった調査項目※

調査結果及び評価結果

恐山東山麓リニアメントについて上記調査を実施し，恐山東山麓リニアメントに直交して実施され
た「群列ボーリング調査」及び「地表踏査（精査）」によって，恐山東山麓リニアメントを挟んで，上部
更新統より古い中部更新統の恐山火山噴出物の鍵層に変位・変形が認められないことを確認した。

恐山東山麓リニアメントについ
て，震源として考慮する活断層に該
当しないと評価する。

4.8 恐山東山麓リニアメント (12/12)
第579回審査会合
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活断層研究会編（1991）１） 「新編日本の活断層 」（一部加筆）

0 10km

• 活断層研究会編（1991）１)は，津軽半島北東縁部に，長さ約７ｋｍ，ほぼＮ－Ｓ方向の根岸西方断層を図示し，活断層であ
ると推定されるもの（確実度Ⅱ）及び活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）としている。このうち，確実度Ⅱとされてい
る中央部の約２ｋｍ区間では，扇状地に低断層崖が認められ，その隆起は西側２ｍとしている。

5.1 根岸西方断層 5.1.1 文献調査（1/2）
第579回審査会合
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今泉ほか編（2018）２） 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（一部加筆）

• 今泉ほか編（2018）２)は，活断層研究会編（1991）１)とぼぼ同じ位置に，活断層（活撓曲）等
を図示している。

凡 例

0 1km

5.1 根岸西方断層 5.1.1 文献調査（2/2）
第579回審査会合
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